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package
アプリケーションパラメータ設定モードに入り、パッケージを読み込んで設定するには、アプ

リケーション設定モードでパッケージコマンドを使用します。このコマンドに no形式はあ
りません。

パッケージパッケージ名位置

いいえパッケージパッケージ名

構文の説明 パッケージを識別する名前です。パッケージ

名

パッケージのディレクトリとファイル名 (URL形式)。たとえば、フラッシュメ
モリ (flash:filename)、TFTP (tftp://../filename)、HTTPサーバ (http://../filename)は
有効なロケーションです。

位置

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用してアプリケーションパラメータ構成モードに入り、パッケージをロード

して構成します。パッケージは、アプリケーションまたは他のパッケージによって呼び出され

る機能を提供する、リンク可能なCまたはTcl関数のセットです。これらのパッケージはスタ
ンドアロンではありません。例えば、デビットカードのアプリケーションでは、英語やフラン

ス語などの複数言語の翻訳パッケージを使用する場合があります。これらの言語翻訳パッケー

ジは、他のアプリケーションでも使用できます。使用するアプリケーションごとにパッケージ

を変更する必要はありません。

システムで利用可能なパッケージは、インストールしたスクリプト、アプリケーション、およ

びパッケージによって異なります。ソフトウェアには一連の組み込みパッケージが付属してい

ます。追加のパッケージは Tclパッケージコマンドを使用してロードできます。その後、ア
プリケーション設定モードでパッケージコマンドを使用して、これらのパッケージに含まれ

るパラメータにアクセスすることができます。

例 次の例では、フランス語の翻訳パッケージがロードされています。

Router(config-app)# package frlang http://server-1/language_translate.tcl
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関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションの名前を定義し、このアプリケーションのた

めにロードする Tclまたは VoiceXMLドキュメントの場所を指定し
ます。

callapplicationvoice

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラメータを設

定します。

パッケージappcommon

組み込みのコールセットアップパッケージのパラメータを設定し

ます。

パッケージcallsetup

IVRアプリケーションで使用する外部 Tcl言語モジュールをロード
します。

パッケージ言語

組み込みの session_xworkパッケージでパラメータを設定します。パッケージ
session_xwork
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Appcommonパッケージ
組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラメータを設定するには、アプリケー

ション設定モードでパッケージappcommonコマンドを使用します。このコマンドに no形式
はありません。

パッケージアプリ共通

構文の説明 引数やキーワードはない

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、共通の音声アプリケーションパッケージパラメータを設定します。

このコマンドを入力した後、 paramコマンドを使用して個々のパラメータを設定します。

例 次の例では、paramsecuritytrustedコマンドを使用して、VoiceXMLアプリケーション
のセキュリティレベルを「信頼できる」に設定する方法を示します。これにより、自

動番号認識 (ANI)がブロックされることはありません。

application
package appcommon
param security trusted

関連コマンド 説明コマンド

パッケージの読み込みと設定を行うために、アプリケーションパラ

メータ設定モードを開始します。

パッケージ

組み込みのコールセットアップパッケージのパラメータを設定し

ます。

packagecallsetup

IVRアプリケーションで使用する外部 Tcl言語モジュールをロード
します。

パッケージ言語

組み込みの session_xworkパッケージのパラメータを設定します。パッケージ
session_xwork
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package callsetup
内蔵の通話セットアップパッケージのパラメータを設定するには、アプリケーション設定モー

ドでパッケージcallsetupコマンドを使用します。このコマンドに no形式はありません。

パッケージ通話セットアップ

コマンドデフォルト 引数およびキーワードはありません

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、組み込みのコールセットアップパッケージのパラメータを設定しま

す。 Callsetupパッケージは、アプリケーションや他のパッケージにより、発信コールレッグ
を配置し、着信コールレッグと相互作用するために使用されます。コールセットアップこの

コマンドを入力した後、paramコマンドを使用して個々のパラメータを設定します。

例
The following example shows the call transfer mode set to redirect:
application
package callsetup
param mode redirect

関連コマンド 説明コマンド

パッケージの読み込みと設定を行うために、アプリケーションパラ

メータ設定モードに入ります。

パッケージ

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラメータを設定

します。

パッケージ
appcommon

IVRアプリケーションで使用する外部 Tcl言語モジュールをロードし
ます。

パッケージ言語

組み込みの session_xworkパッケージでパラメータを設定します。packagesession_xwork
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package language
自動音声応答 (IVR)アプリケーションで使用する外部のツールコマンド言語 (Tcl)言語モジュー
ルをロードするには、アプリケーション設定モードでpackagelanguageコマンドを使用します。
コマンドに no形式はありません。

パッケージlanguageプレフィックスurl

構文の説明 言語の 2文字のプレフィックス。たとえば、英語の場合は「en」、ロシア語

の場合は「ru」などです。

プレフィック

ス

モジュールの場所。URL

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、calllanguagevoiceコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、アプリケーションまたは他のパッケージで使用する言語パッケージ

をロードします。組み込みの言語は英語 (en)、中国語 (ch)、およびスペイン語 (sp)です。 "en"

、"ch"、または"sp"を指定した場合では、新しい Tclモジュールがビルトインの言語機能に置
き換わります。新しいTclモジュールを追加する場合、言語を識別するための独自のプレフィッ
クスを作成します。新しい言語を設定して読み込むと、任意の上位層アプリケーション (TCL
IVR)がその言語を使用できるようになります。

言語パッケージを読み込んだ後、paramlanguageまたは paramspacelanguagelocationコマンド
を使用して、新しい言語パッケージを使用するようにアプリケーションまたは他のパッケージ

を設定できます。

例 次の例では、ロシア語 (ru )を Tclモジュールとして追加し、プロンプトにロシア語を
使用するようにデビットカードアプリケーションを設定します:

application
package language ru tftp://box/unix/scripts/multi-lang/ru_translate.tcl
service debitcard tftp://server-1/tftpboot/scripts/app_debitcard.2.0.2.8.tcl
param language ru
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関連コマンド 説明コマンド

パッケージの読み込みと設定を行うために、アプリケーションパ

ラメータ設定モードに入ります。

パッケージ

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラメータ

を設定します。

パッケージappcommon

組み込みのコールセットアップパッケージのパラメータを設定

します。

パッケージcallsetup

組み込みの session_xworkパッケージのパラメータを設定します。パッケージsession_xwork

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメータを構

成します。

paramlanguage

IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)によるダイナミッ
クプロンプトに使用される音声ファイルのカテゴリと場所を定

義します。

paramspacelanguagelocation
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package persistent
特定のメディアゲートウェイコントロールプロトコル (MGCP)プロファイルを使用して、多
周波 (MF)トーン Channel-associated Signaling (CAS)エンドポイントタイプの持続的イベントを
レポートする際に使用されるパッケージタイプを設定するには、MGCPプロファイル設定モー
ドでpackagepersistentコマンドを使用します。永続ステータスを無効にするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

パッケージ永続的パッケージ名

いいえパッケージ永続的パッケージ名

構文の説明 パッケージ名。有効な名前は、msパッケージとmtパッケージです。package-name

コマンドデフォルト ms-package

コマンドモード
MGCPプロファイルの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、MGCPプロファイルの値を設定する際に使用されます。

このコマンドは、音声ポート設定モードの dial-typemfコマンドで設定されたゲートウェイ音
声ポートのMFトランクでのみ使用されます。同じ永続的イベントを異なるMGCPパッケージ
で定義できるため、場合によっては、このコマンドを使用して、このMGCPプロファイルの
エンドポイントのコールエージェントに永続的イベントを報告するときにどのパッケージを使

用するかをゲートウェイに通知する必要があります。たとえば、T1がMFトランクとして設
定されている場合でも、MFトランクに適用されるMGCPパッケージは複数存在します。 ans
(通話応答)イベントは、通話エージェント通知の適切なパッケージにマッピングする必要があ
ります。このコマンドにより、異なる CASプロトコルに対して異なる T1を設定することが
できます。

MSパッケージは、RFC 3064 (MGCP )に示されているように、ウィンクスタートまたはグラウ
ンドスタートのシグナリングを持つ特定の PBX直通内線ダイヤル (DID)および外線直通ダイ
ヤル (DOD)トランクで使用されます (MGCP CASパッケージ)。

MTパッケージはMSパッケージのサブセットであり、「PacketCable PSTN Gateway CallSignaling

Protocol仕様」に記載されているように、トランキングゲートウェイエンドポイント上のMF

トランクの終端で特定のオペレータサービスで使用されます。(TGCP)

PKT-SP-TGCP-D02-991028、1999年12月1日。
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例 次の例では、MTパッケージのイベントの永続性を有効にします。

Router(config)# mgcp profile nyc-ca
Router(config-mgcp-profile)# package persistent mt-package

関連コマンド 説明コマンド

開始し、MGCPデーモンにリソースを割り当てます。mgcp

1つまたは複数のエンドポイントに関連付けられたMGCPプロファイルを
作成および構成するか、またはデフォルトのプロファイルを構成するため

のMGCPプロファイルモードを開始します。

mgcpプロファイ
ル
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パッケージ session_xwork
組み込みの session_xworkパッケージのパラメータを設定するには、アプリケーション設定モー
ドでパッケージsession_xworkコマンドを使用します。

パッケージsession_xwork

構文の説明 引数やキーワードはない

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドデフォルト アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、組み込みのセッション x_workパッケージのパラメータを設定しま
す。このコマンドを入力した後、paramコマンドを使用して個々のパラメータを設定します。

たとえば、このコマンドを paramdefaultdisc-prog-ind-at-connectコマンドと一緒に使用して、
通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND(PI=8)に設定された進行インジケータを持つ
DISCONNECTメッセージを通常の DISCONNECTメッセージに変換します。

例 次の例では、通話がアクティブ状態の場合に、プログレスインジケータが

PROG_INBAND (PI=8)に設定されている DISCONNECTメッセージを、通常の
DISCONNECTメッセージに変換するようにシステムを設定する方法を示します。

application
package session_xwork
param default disc-prog-ind-at-connect

関連コマンド 説明コマンド

パッケージの読み込みと設定を行うために、アプリケーショ

ンパラメータ設定モードに入ります。

パッケージ

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラ

メータを設定します。

パッケージappcommon

組み込みのコールセットアップパッケージのパラメータを

設定します。

packagecallsetup

自動音声応答 (IVR)アプリケーションで使用する外部ツー
ルコマンド言語 (Tcl)言語モジュールをロードします。

packagelanguage
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説明コマンド

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect
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パラメータ
ゲートウェイ上のパッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメータをロードして設
定するには、アプリケーション設定モードで paramコマンドを使用します。パラメータをデ
フォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

paramパラメータ名[パラメータ最大再試行回数 |パラメータパスワード |パラメータパスワー
ドプロンプトファイル名 |パラメータユーザプロンプトファイル名 |パラメータterm-digit |パ
ラメータabort-digit |パラメータmax-digits]
いいえパラメータパラメータ名

構文の説明 パラメータの名前です。パラメータ名

(任意)アカウントまたはパスワードの再入力の試行回数。値の範
囲は 0-10で、既定値は 0です。

param max-retries

(任意)認証用の事前定義パスワードを定義する文字列。param passwd

(オプション)パスワード入力を要求するためのアナウンス URL
です。ファイル名は、パスワードプロンプトの再生に使用される

音声ファイル名の名前と場所を定義します。

param passwd-prompt
filename

(オプション)承認コードユーザー名を要求するためのアナウンス
URLです。ファイル名は、ユーザー名プロンプトの再生に使用
される音声ファイル名の名前と場所を定義します。

param user-prompt filename

ユーザ名またはパスワードの入力終了時の桁です。param term-digit

ユーザ名またはパスワードの入力を中止するための桁です。既

定値は *です。
param abort-digit

ユーザ名またはパスワードの最大桁数です。有効な値の範囲: 1 -
32。デフォルト値は 32です。

param max-digits

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T
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変更リリー

ス

このコマンドは変更されました。キーワードと引数が追加されました: param
max-retries, param passwd, param passwd-prompt filename, param user-prompt filename,
param term-digit, param max-digit

15.1(3)T

使用上のガイドライン パッケージまたはサービスのパラメータを設定するには、このコマンドをアプリケーションパ

ラメータ設定モードで使用します。パッケージは、アプリケーションまたは他のパッケージに

よって呼び出される機能を提供する、リンク可能なCまたはTcl関数のセットです。サービス
はスタンドアロンアプリケーションです。

構成に使用できるパラメータは、ゲートウェイにロードされているパッケージまたはサービス

によって異なります。サービスまたはパッケージの paramregister Tclコマンドは、パラメー
タを登録し、説明とデフォルト値を提供し、CLIを使用してパラメータを設定できるようにし
ます。 paramregisterコマンドは、サービスまたはパッケージがロードまたは定義されるとき
に、packageprovideなどのコマンドとともに実行され、構成されたモジュールとその関連スク
リプトの機能を登録します。サービスまたはパッケージの Tclスクリプトを構成してロード
し、パラメータを構成するためにパッケージをロードする必要があります。詳細は、 Tcl IVR

APIバージョン 2.0プログラミングガイドを参照してください。

パッケージまたはサービスがゲートウェイで定義されている場合、このコマンドを使用する

と、そのパッケージまたはサービスのパラメータが構成で利用できるようになります。別のパ

ラメータに対して、追加の引数とキーワードを使用できます。利用可能なパラメータの一覧を

表示するには、 param ?を入力してください。

アプリケーションまたはパッケージが同じパラメータ名を使用することによる問題を回避する

ために、パラメータネームスペース またはパラメータスペースコンセプトが導入されまし

た。サービスまたはパッケージがゲートウェイで定義されると、そのパラメータ名前空間が自

動的に定義されます。これは、サービスまたはパッケージのローカルパラメータスペース、ま

たは「myparameterspace」と呼ばれます。このコマンドを使用してサービスまたはパッケージ
のパラメータを構成する場合、構成に使用できるパラメータはローカルパラメータスペースに

含まれるパラメータです。別のパラメータスペースにあるパラメータ定義を使用する場合は、

paramspaceparameter-namespaceコマンドを使用して、パッケージのパラメータを別のパラメー
タスペースにマッピングすることができます。これにより、そのパッケージは、ローカルパラ

メータスペースに加えて、新しいパラメータスペースで見つかったパラメータ定義を使用する

ことができます。

CiscoUnified CommunicationManager Express 8.5以降のバージョンでは、このコマンドを使用し
て、強制認証コード (FAC)でパッケージを認証するためのユーザ名とパスワードのパラメータ
を定義します。

Parampasswdキーワードを使用して事前に定義されたパスワードが入力されると、発信者はパ
スワードを入力する必要がなくなります。 user-promptが発信者に認証のための有効なユーザ
名 (桁数)を入力するよう要求する音声プロンプトを再生するには、ファイル名を定義する必要
があります。同様に、passwd-promptのファイル名を定義して、発信者に認証のための有効な
パスワード (数字)の入力を要求する音声プロンプトを再生する必要があります。
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例 次の例では、httpiosパッケージのパラメータを設定する方法を示します:

application
package httpios
param paramA value4

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションの名前を定義し、このアプリケーショ

ンのためにロードする Tclまたは VoiceXMLドキュメント
の場所を指定します。

callapplicationvoice

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの暗証番号 (PIN)の文字数を指定します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramセキュリティ

アプリケーションが別のアプリケーションのローカルパラ

メータスペースからパラメータを使用できるようにします。

paramspace

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length
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説明コマンド

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param access-method
指定アプリケーションに2段階ダイヤルのアクセス方法を指定するには、アプリケーションパ
ラメータ設定モードでparamaccess-methodコマンドを使用します。このコマンドの値をデフォ
ルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

パラメータアクセス方法 {prompt-user | redialer}
いいえパラメータアクセス方法

構文の説明 着信POTSダイヤルピアにDIDが設定されていないことを指定し、そして、
着信POTSダイヤルピアのTclスクリプトが2段階ダイヤリングに使用される
ことを指定します。

ユーザプロンプ

ト

着信POTSダイヤルピアにDIDが設定されていないことを指定し、そして、
リダイヤルデバイスが2段階ダイヤリングに使用されることを指定します。

リダイヤル

コマンドデフォルト ユーザへのプロンプト (DIDがダイヤルピアで設定されていない場合)

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、 callapplicationvoiceaccess-methodに代わるものとして導入されま
した。

12.3(14)T

使用上のガイドライン POTSダイヤルピアで DIDが無効になっている場合、 paramaccess-methodコマンドを使用し
て 2ステージダイヤリングのアクセス方法を指定します。

例 次の例では、app_libretto_onramp9 IVRアプリケーションの 2ステージダイヤリングの
アクセス方法として、prompt-userを指定しています。

application
service app_libretto_onramp9 tftp://server-1/tftpboot/scripts
param access-method prompt-user

関連コマンド 説明コマンド

指定アプリケーションの 2ステージダイヤルのアクセス方
法を指定します。

callapplicationvoiceaccess-method
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param account-id-method
特定のメソッドを使用してアカウント識別子を割り当てるようにアプリケーションを設定する

には、パラメータアカウントIDメソッドを使用します。a15>アプリケーションパラメータ設
定モードでコマンドを使用します。このアカウント識別子の設定を削除するには、このコマン

ドの no形式を使用します。

パラメータアカウント IDメソッド {none | ani | dnis | gateway}
いいえパラメータアカウント IDメソッド {none | ani | dnis | gateway}

構文の説明 アカウント識別子が空です。これはデフォルトです。なし

アカウント識別子は発信側の電話番号です (自動番号識別 (ANI))。ani

アカウント識別子は、ダイヤルされた側の電話番号です (ダイヤル番号識別サー
ビス、または DNIS)。

dnis

アカウント識別子は、ホスト名とドメイン名から得られたルーター固有の名前

で、次の形式で表示されます: router-name.domain-name.
ゲートウェ

イ

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、 callapplicationvoiceaccount-id-methodに代わるものとして導入さ
れました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン オンランプアプリケーションがファックスを電子メールに変換するとき、電子メールには

x-account-idと呼ばれるフィールドが含まれます。これは、会計または認証に使用できます。
x-account-idフィールドには、このコマンドの結果として提供される情報を含むことができま
す。例えば、発信側の電話番号 (発信者番号)、着信側の電話番号 (着信者番号)、またはゲート
ウェイ (gateway)の名前を指定します。

例 次の例では、ファックス検出 IVRアプリケーションのアカウント識別子を、ホスト名
とドメイン名から得られたルーター固有の名前に設定しています。

application
service fax_detect flash:app_fax_detect.2.1.2.2.tcl
param account-id-method gateway
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関連コマンド 説明コマンド

特定の方法を使用してアカウント IDを割り当てるよう
に、ファックス検出 IVRアプリケーションを設定しま
す。

callapplicationvoiceaccount-id-method

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラ
メータを読み込み、構成します。

param

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND(PI=8)
に設定された進行状況インジケータの DISCONNECT
メッセージを、通常のDISCONNECTメッセージに変換
するかどうかを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能なTcl機能 (パッケージ)のログを有効または
無効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラ

メータを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケー

ションのサービスプロバイダのオペレータ電話番号で

す。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)
を設定します。

paramリルートモード

指定のアプリケーションに対して、発信者がPINを再入
力できる回数を指定します。この回数は、そのアプリ

ケーションに渡されます。

param再試行回数

リンク可能なTcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設
定します。

paramセキュリティ

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義し

ます。

paramwarning-time
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param accounting enable
ツールコマンド言語 (TCL)アプリケーションの認証、認可、およびアカウンティング (AAA)
を有効にするには、paramaccountingenableコマンドをアプリケーション設定モードで使用し
ます。 TCLアプリケーションのアカウンティングを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

パラメータaccounting有効にする
いいえパラメータaccounting有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationvoiceaccountingenableコマンドを置き換えるために
導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン AAA課金方法リストが aaaaccountingコマンドとmmoipaaamethodfaxaccountingコマンドを使
用して定義されている場合、このコマンドは AAA課金サービスを有効にします。

このコマンドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、発信のストアアンドフォワードファックスで使用される AAAアカウン
ティングを有効にします。

application
service app_libretto_onramp9 tftp://server-1/tftpboot/scripts/
param accounting enable

関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたは TACACS+を使用する場合、要求されたサー
ビスの AAA会計を有効にします。

aaaaccounting

ファックスの蓄積転送によるAAA認証に使用される方式リス
トの名前を定義します。

mmoipaaamethodfaxaccounting
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param accounting-list
音声機能カード (VFC)の FAX蓄積転送による認証、認可、会計 (AAA)に使用される、アカウ
ント方式リストの名前を定義するには、アプリケーション設定モードでparamaccounting listコ
マンドを使用します。アカウンティング方法リストの定義を解除するには、このコマンドの

no形式を使用します。

パラメータaccounting-listメソッドリスト名
いいえパラメータaccounting-listメソッドリスト名

構文の説明 ストアアンドフォワードファックスと共に使用される会計方法のリストの

名前付けに使用される文字列。

メソッドリスト

名

コマンドデフォルト AAA会計方式リストが定義されていません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

paramaccounting-listコマンドが導入され、 callapplicationvoiceaccounting-listコマン
ドを置き換えるために

12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、FAXのストアアンドフォワードで使用される AAA会計方式リストの名前を
定義します。蓄積転送 FAXに提供される課金サービスのタイプを定義するメソッドリスト自
体は、 AAA課金コマンドを使用して定義します。標準の AAA (各定義済みの方式リストが特
定のインターフェイスおよび回線に適用できる)とは異なり、ファックスの蓄積転送で使用さ
れる AAA会計方式リストはグローバルに適用されます。

アカウンティング方法リストが定義されたら、 mmoipAAA受け取り課金有効化コマンドを使
用してください。

このコマンドは、VFCのオンランプおよびオフランプのストアアンドフォワードのファックス
機能の両方に適用されます。このコマンドはモデムカードでは使用されません。

例 次に、ストアアンドフォワードファックスで使用されるAAA会計方式リスト「smith」
を定義する例を示します。

aaa new-model
application
service app_libretto_onramp9 tftp://server-1/tftpboot/scripts/
param accounting-list smith
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関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたは TACACS+を使用する場合、要求された
サービスの AAA会計を有効にします。

aaaaccounting

TCLアプリケーションの AAA会計を有効にします。paramaccountingenable

オンランプ AAAアカウンティングサービスを有効にしま
す。

mmoipaaareceive-accountingenable
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param authen-list
ツールコマンド言語 (TCL)アプリケーションの認証方法リストの名前を指定するには、
paramauthenlistコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで使用します。 TCLア
プリケーションの認証方法リストを無効にするには、no形式で指定します。

paramauthen-listmethod-list-name

いいえパラメータauthen-listメソッドリスト名

構文の説明 T.38ファックスリレーおよび T.37蓄積転送で使用される認証方法のリスト
の名前に使用される文字列。

メソッドリスト

名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、 callアプリケーションvoiceparamauthen-listコマンドを置き換え
るために導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、音声カードの FAXアプリケーションで使用されるAAA認証、許可、および
課金方式リストの名前を定義します。蓄積転送 FAXに提供される認証サービスのタイプを定
義するメソッドリスト自体は、 AAAauthenticationコマンドを使用して定義します。標準の
AAA (定義された各方式リストを特定のインターフェイスおよび回線に適用できる)とは異な
り、FAXアプリケーションで使用される AAA方式リストはグローバルに適用されます。

認証方法リストが定義されたら、 paramauthenticationenableコマンドを使用して有効にしま
す。

例 次に、T.38ファックスリレーおよび T.37ストアアンドフォワードファックスで使用
される AAA認証方式リスト (「fax」)を定義する例を示します。

application
service app_libretto_onramp9 tftp://server-1/tftpboot/scripts/
param authen-list fax
param authentication enable

関連コマンド 説明コマンド

課金またはセキュリティ目的で、要求されたサービスのAAA課金
を有効にします。

aaaauthentication
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説明コマンド

TCLアプリケーションの認証方法を指定します。paramauthen-method

TCLアプリケーションの AAA認証サービスを有効にします。paramauthenticationenable
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param authen-method
Tool Command Language (Tcl)アプリケーションの認証、許可、および会計 (AAA)認証方法を
指定するには、param authen-methodコマンドをアプリケーション設定モードで入力します。
Tclアプリケーションの認証方法を無効にするには、no形式で指定します。

パラメータ認証方法 {prompt-user | ani | dnis | gateway | redialer-id | redialer-dnis}
いいえパラメータ認証方法 {prompt-user | ani | dnis | gateway | redialer-id | redialer-dnis}

構文の説明 ユーザは Tclアプリケーションアカウント IDの入力を求められます。ユーザにプロンプ

トを表示する

発信側の電話番号 (自動番号識別または ANI)は、Tclアプリケーション
アカウント識別子として使用されます。

ani

着信側の電話番号 (ダイヤル番号識別サービスまたは DNIS)は、Tclア
プリケーションアカウント識別子として使用されます。

dnis

ホスト名とドメイン名から得られたルーター固有の名前がTclアプリケー
ションアカウント識別子として使用され、次の形式で表示されます:ルー
ター名.ドメイン名。

ゲートウェイ

外部再ダイヤルデバイスから返されるアカウント文字列は、Tclアプリ
ケーションアカウント識別子として使用されます。この場合、リダイヤ

ル IDはリダイヤルシリアル番号またはリダイヤルアカウント番号にな
ります。

redialerid

リダイヤルデバイスが存在する場合、着信側の電話番号 (ダイヤル番号
識別サービスまたは DNIS)は、リダイヤルによって取得される Tclアプ
リケーションアカウント識別子として使用されます。

redialerdnis

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、アプリケーション構成モードの call applicationvoiceauthen-Method
コマンドに代わるものとして導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン 通常、簡易ユーザ認証にAAAが使用される場合、AAAは認証のユーザプロファイルで定義さ
れたユーザ名情報を使用します。 T.37ストアアンドフォワード FAXおよび T.38リアルタイム
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FAXでは、ANI、DNIS、ゲートウェイ ID、リダイヤル ID、またはリダイヤル DNISを認証用
のユーザの識別に使用することを指定できます。

例 次の例では、ホスト名とドメイン名から取得したルーター固有の名前を、

app_libretto_onramp9 Tclアプリケーションの Tclアプリケーションアカウント識別子
として設定します。

application
service app_libretto_onramp9 tftp://server-1/tftpboot/scripts/
param authen-method gateway

関連コマンド 説明コマンド

TclアプリケーションのAAA認証サービスを有効にします。param認証有効
化
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param authentication enable
ツールコマンド言語 (TCL)アプリケーションの認証、認可、および課金 (AAA)サービスを有
効にするには、アプリケーション設定モードで paramauthentication enableコマンドを使用し
ます。 TCLアプリケーションの認証を無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

param認証enable
いいえパラメータ認証enable

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーション設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationvoiceauthenticationenableコマンドを置き換えるた
めに導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン AAA認証方法リストが aaaauthenticationコマンドとparamauthen-listコマンドを使用して定義
されている場合、このコマンドはTCLアプリケーションのAAA認証サービスを有効にします。

例 次の例では、発信の蓄積転送ファックスによる認証方式リスト (「fax」と呼ばれる)の
AAA認証を有効にします。

application
service app_libretto_onramp9 tftp://server-1/tftpboot/scripts/
param authen-list fax
param authentication enable

関連コマンド 説明コマンド

RADIUSまたはTACACS+を使用する場合、要求されたサービスのAAA
会計を有効にします。

aaaauthentication

ツールコマンド言語 (TCL)アプリケーションの認証方法リストの名前を
指定します。

paramauthen-list

TCLアプリケーションの認証方法を指定します。paramauthen-method
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param convert-discpi-after-connect
通話がアクティブ状態の場合に、PROG_INBAND(PI=8)に設定されたプログレスインジケータ
の DISCONNECTメッセージを通常の DISCONNECTメッセージに変換することを有効または
無効にするには、パラメータconvert-discpi-after-connectコマンドをアプリケーションパラメー
タ設定モードで使用します。このパラメータを既定値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

パラメータconvert-discpi-after-connect {有効にする |無効にする}
いいえパラメータconvert-discpi-after-connect {enable | disable}

構文の説明 通話がアクティブ状態のときに、進行状況インジケータが PROG_INBAND (PI=8)
に設定されている DISCONNECTメッセージを、通常の DISCONNECTメッセー
ジに変換します。

enable

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に設定された進行状況イ
ンジケータと共に、DISCONNECTメッセージに戻ります。

無効にす

る

コマンドデフォルト Enabled

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationvoicedefaultdisc-prog-ind-at-connectコマンドを置き
換えるために導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン 通話がアクティブ状態でない場合、このコマンドは何の効果もありません。このコマンドは、

session_xworkパッケージで利用できます。パッケージにこのパラメータを設定する場合、最
初にコマンドパッケージsessionx_workを使用する必要があります。

サービスにこのパラメータを設定する場合、次のコマンドを使用します。

サービス名URL

paramspacesession_xworkconvert-discpi-after-connect

例 次の例では、進行状況インジケータが PROG_INBAND (PI=8)に設定されている状態
で、DISCONNECTメッセージに対して変換が有効になっています。

application
package session_xwork
param convert-discpi-after-connect enable
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関連コマンド 説明コマンド

通話がアクティブ状態の場合、進行状況イ

ンジケータが PROG_INBAND (PI=8)に設定
されている DISCONNECTメッセージを、
通常の DISCONNECTメッセージに変換し
ます。

callapplicationvoicedefaultdisc-prog-ind-at-connect

パッケージまたはサービス (アプリケーショ
ン)のパラメータを読み込み、構成します。

param

特定の方法を使用してアカウント識別子を

割り当てるようにアプリケーションを設定

します。

paramaccount-id-method

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログ
を有効または無効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージ

の言語パラメータを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの暗証番号 (PIN)の文字
数を指定します。

parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、

アプリケーションのサービスプロバイダの

オペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモー

ド (着信転送)を設定します。
paramreroutemode

指定されたアプリケーションに対して、発

信者が PINを再入力できる回数を指定しま
す。この回数は、そのアプリケーションに

渡されます。

param再試行回数

リンク可能なTcl機能 (パッケージ)のセキュ
リティを設定します。

paramsecurity

パッケージのUIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の

秒数を定義します。

paramwarning-time
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param dsn-script
オフランプ配信状況通知 (DSN)およびメッセージ処理通知 (MDN)のメールメッセージの通話
をオフランプメールアプリケーションが引き渡す先のVoiceXMLアプリケーションを指定する
には、パラメータdsnscriptコマンドをアプリケーションパラメータ設定モードで使用できま
す。アプリケーションを削除するには、 no形式でこのコマンドを使用します。

パラメータdsn-scriptアプリケーション名
いいえパラメータdsn-scriptアプリケーション名

構文の説明 宛先が応答したときにメール転送アプリケーションが通話をハンドオフ

する先の VoiceXMLアプリケーションの名前です。
アプリケーション

名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、call applicationvoicedsn-scriptコマンドを置き換えるために導入さ
れました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン オフランプゲートウェイは、DSNまたはMDN電子メールメッセージを受信すると、ボイス
電子メールトリガーメッセージと同じ方法でそれを処理します。ダイヤルピアはダイヤル番

号識別サービス (DNIS)に基づいて選択され、メールアプリケーションはこのコマンドで設定
された VoiceXMLアプリケーションに呼び出しを渡します。

例 次に、DSNアプリケーションを定義し、それをダイヤルピアに適用する例を示しま
す。

application
service offramp-mapp tftp://sample/tftp-users/tcl/app_voicemail_offramp.tcl
param dsn-script dsn-mapp-test
!
dial-peer voice 1000 mmoip
application offramp-mapp
incoming called-number 555....
information-type voice
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関連コマンド 説明コマンド

オフランプメールアプリケーションがオフランプ DSNおよび
MDN電子メールメッセージの通話を引き渡す先の、VoiceXML
アプリケーションを指定します。

callapplicationvoicedsn-script
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param event-log
リンク可能な Tcl関数 (パッケージ)のロギングを有効または無効にするには、アプリケーショ
ンパラメータ設定モードで paramevent-logコマンドを使用します。このパラメータをデフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

パラメータイベントログ {有効にする |無効にする}
いいえパラメータイベントログ {enable | disable}

構文の説明 イベントログが有効になっています。enable

イベントログが無効になっています。disable

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、call applicationvoiceevent-logコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、組み込みの共通音声アプリケーションパッケージで利用できます。そのパッ

ケージにこのパラメータを設定する場合、最初にコマンド packageappcommonを使用する必
要があります。

サービスにこのパラメータを設定する場合、次のコマンドを使用します。

servicenameurl

paramspaceappcommonevent-log

すべての音声アプリケーションのイベントログの設定を行っている場合、アプリケーション設

定モニタモードで event-logコマンドを使用します。

イベントログが本番トラフィックのシステムリソースに悪影響を及ぼさないようにするため

に、ゲートウェイはスロットリングメカニズムを使用します。プロセッサメモリの空きが20%
を下回ると、ゲートウェイは自動的にすべてのイベントログを無効にします。メモリの空きが

30%を超えるとイベントログが再開されます。スロットリングが行われている間は、イベン
トログが有効になっていても、ゲートウェイは新しいイベントログをキャプチャしません。

空きメモリを監視し、障害の切り分けに必要な場合にのみイベントログを有効にしてくださ

い。

（注）
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例 次の例では、組み込みの共通音声アプリケーションパッケージでイベントログを無効

にする方法を示しています。

application
package appcommon
param event-log disable

関連コマンド 説明コマンド

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効にしま

す。

callapplicationvoiceevent-log

アプリケーションのイベントログを有効にします。イベントログ

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラ

メータを設定します。

パッケージappcommon

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

param言語

パッケージの着信転送モードを設定します。paramモード

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramリダイレクト番号

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramsecurity

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length
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説明コマンド

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param fax-dtmf
デフォルトの音声モードとデフォルトのファックスモードで、ファックスの呼び出しであるこ

とを示すために、ファックス検出の IVRアプリケーションに特定の数字を認識させるように指
示するには、paramfax-dtmfコマンドをアプリケーションパラメータ設定モードで使用しま
す。この番号の設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

param fax-dtmf {0 | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | * | #}
no param fax-dtmf {0 | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | * | #}

構文の説明 ファックス検出 IVRアプリケーションの default-voiceまたは default-fax
モード中に再生される音声プロンプトに応答して、ファックスコール

を示すために発信側が処理する電話のキーパッドの数字です。

0| 1| 2| 3| 4| 5| 6| 7| 8| 9|
*| #

コマンドデフォルト 2

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、callapplicationvoicefax-dtmfコマンドを置き換えるために導入さ
れました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ファックス検出 IVRアプリケーションが parammodeモードで定義されてい
るとおり、デフォルトの音声モードまたはデフォルトのファックスモードで設定されている場

合にのみ役立ちます。

paramvoice-dtmfコマンドを使用して音声DTMFも設定する場合、音声DTMF番号とファック
ス DTMF番号には異なる番号を使用する必要があります。

例 次の例では、DTMF桁の 1を選択して FAX呼び出しを示すために

application
service faxdetect tftp://sample/tftp-users/tcl/app_fax_detect.2.x.x.tcl
param fax-dtmf 1

関連コマンド 説明コマンド

default-voiceおよび default-faxモードで、FAX呼び出しであるこ
とを示すために、指定された桁を認識するように、FAX検出 IVR
アプリケーションに指示します。

callapplicationvoicefax-dtmf

パッケージの着信転送モードを設定します。paramモード
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説明コマンド

指定された桁を認識するようにアプリケーションに指示し、

default-voiceおよび default-faxモードで音声コールであることを示
します。

paramvoice-dtmf
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param global-password
音声カードで蓄積転送 FAXを使用する際に、Cisco Secure for Windows NTで使用するパスワー
ドを定義するには、パラメータグローバルパスワードコマンドをアプリケーションパラメー

タ設定モードで使用します。既定値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

パラメータグローバルパスワードパスワード

いいえパラメータグローバルパスワードパスワード

構文の説明 ストアアンドフォワードファックスで使用される Cisco Secure for Windows NTパ
スワードを定義するために使用される文字列。長さは英数字で64文字までです。

パスワー

ド

コマンドデフォルト パスワードが定義されていません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、 callapplicationvoiceglobal-passwordコマンドを置き換えるために
導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン Cisco Secure for Windows NTは、使用するセキュリティプロトコルに関係なく、認証を完了す
るために別のパスワードを要求する場合があります。このコマンドは、CiscoSecure forWindows
NTで使用されるパスワードを指定します。Windows NTサーバ上のすべてのレコードは、こ
の定義されたパスワードを使用します。

このコマンドは、Cisco AS5300ユニバーサルアクセスサーバ音声フィーチャーカードのオン
ランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。モデムカードでは使用され

ません。

例 次の例は、app_libretto_onramp9 Tclアプリケーションのために AAAが使用するパス
ワード (abercrombie)を示しています。

application
service onramp tftp://sample/tftp-users/tcl/app_libretto_onramp9.tcl
param global-password abercrombie

関連コマンド 説明コマンド

音声フィーチャーカードで FAXの蓄積転送を使用する場
合、Cisco Secure for Windows NTで使用されるパスワード
を定義します。

callapplicationvoiceglobal-password
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param language
ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメータを設定するには、アプリケーショ

ンパラメータ設定モードで paramlanguageコマンドを使用します。このコマンドに no形式は
ありません。

paramlanguageプレフィックス

構文の説明 言語の 2文字のプレフィックス。たとえば、英語の場合は「en」、ロシア語

の場合は「ru」などです。

プレフィック

ス

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、calllanguagevoiceコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン 言語パラメータを設定する前に、アプリケーション設定モードでパッケージlanguageコマンド
を使って言語パッケージを読み込む必要があります。

サービスにこのパラメータを設定する場合、次のコマンドを使用します。

servicenameurl

paramlanguageprefix

例 次の例では、ロシア語 (ru )を Tclモジュールとして追加し、プロンプトにロシア語を
使用するようにデビットカードアプリケーションを設定します:

application
package language ru tftp://box/unix/scripts/multi-lang/ru_translate.tcl
service debitcard tftp://server-1/tftpboot/scripts/app_debitcard.2.0.2.8.tcl
param language ru

関連コマンド 説明コマンド

指定された IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)
によるダイナミックプロンプトに使用される音声ファイル

のカテゴリと場所を定義します。

callapplicationvoiceset-location

IVRアプリケーションで使用する外部 Tclモジュールを設
定します。

calllanguagevoice
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説明コマンド

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramsecurity

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param mail-script
宛先の電話が応答したときに、オフランプメールアプリケーションがコールを引き継ぐ先の

VoiceXMLアプリケーションを指定するには、アプリケーションパラメータ設定モードで
parammail-scriptコマンドを使用します。アプリケーションを削除するには、 no形式でこの
コマンドを使用します。

parammail-scriptアプリケーション名
いいえパラメータメールスクリプトアプリケーション名

構文の説明 宛先が応答したときにメール転送アプリケーションが通話をハンドオフ

する先の VoiceXMLアプリケーションの名前です。
アプリケーション

名

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationvoicemail-scriptコマンドを置き換えるために導入
されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン •メールアプリケーションをゲートウェイ上で設定するには、アプリケーションコマンドを
使用します。

•オフランプメールアプリケーションは、着信電子メールメッセージのヘッダーに含まれる
電話番号と一致するMultimedia Mail over Internet Protocol (MMoIP)ダイヤルピアで構成す
る必要があります。

•オフランプメールアプリケーションは、Ciscoが提供する「app_voicemail_offramp.tcl」と
いう名前の Tool Command Language (Tcl)スクリプトを使用する必要があります。この Tcl
スクリプトは、次のパスに従って Ciscoウェブサイトからダウンロードできます。

Cisco.com>テクニカルサポート&ドキュメント>ツール&リソース>ソフトウェアのダウンロー
ド >アクセスソフトウェア > TclWare

例 次の例は、電子メールのヘッダーにある電話番号が 555で始まる 7桁の場合に、
「offramp-mapp」という名前のオフランプメールアプリケーションが通話を「mapp-test」
というアプリケーションにハンドリングする例を示しています。

application
service offramp-mapp tftp://sample/tftp-users/tcl/app_voicemail_offramp.tcl
param mail-script mapp-test
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!
dial-peer voice 1001 mmoip
application offramp-mapp
incoming called-number 555....
information-type voice

関連コマンド 説明コマンド

宛先の電話が応答したときに、オフランプメールアプリ

ケーションが呼び出しをハンドオフする先の VoiceXML
アプリケーションを指定します。

通話アプリケーション音声メール

スクリプト
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パラメータモード
パッケージのコール転送モードを設定するには、アプリケーションパラメータ設定モードで

parammodeコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

パラメータモード {redirect | redirect-at-alert | redirect-at-connect | redirect-rotary | rotary}
いいえパラメータモード

構文の説明 ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号にコールレッグをリダイレ

クトします。

redirect

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグがアラート状態の場合、コール転送を開始します。コー

ル転送が成功すると、2つのコールレッグがゲートウェイで切断されま
す。転送が失敗した場合、ゲートウェイは2つの通話の脚をブリッジしま
す。 2つの Bチャネル転送 (TBCT)をサポートします。

redirect-at-alert

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグが接続状態の場合、コール転送を開始します。コール転

送が成功すると、2つの通話レッグがゲートウェイで切断されます。転送
が失敗した場合、ゲートウェイは2つの通話の脚をブリッジします。TBCT
をサポートします。

redirect-at-connect

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に通話の脚をリダイレクト

します。リダイレクションが失敗した場合、ゲートウェイはリダイレクト

された宛先番号にrotary callを発信し、2つの通話の脚をヘアピンターンし
ます。 TBCTの場合、このモードは redirect-at-connectと同じです。

redirect-rotary

ゲートウェイは、発信コールレッグに回転式コールを配置し、2つのコー
ルレッグをヘアピンターンします。コールリダイレクションは呼び出さ

れません。これはデフォルトです。

rotary

コマンドデフォルト ロータリー;コールリダイレクションは呼び出されません。

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、パッケージのみにコール転送モードを設定する場合に使用します。その後、

そのパッケージを使用する 1つ以上のサービスを構成できます。代わりに、
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paramspacecallsetupmodeコマンドを使用して、サービスまたはスタンドアロンアプリケーショ
ンの着信転送モードを設定することもできます。

例 次の例は、通話設定パッケージのリダイレクトに設定された通話転送方法を示してい

ます。

application
package callsetup
param mode redirect

関連コマンド 説明コマンド

ファックス検出 IVRアプリケーションに、4つの接続モー
ドのいずれかで動作するように指示します。

callapplicationvoicemode

TclまたはVoiceXMLアプリケーションのコール転送方法を
指定します。

callapplicationvoicetransfermode

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

アプリケーションの暗証番号 (PIN)の文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数
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説明コマンド

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramセキュリティ

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param pin-len
アプリケーションの暗証番号 (PIN)の文字数を定義するには、次を使用します:paramPINlenコ
マンドをアプリケーションパラメータ設定モードで。指定のアプリケーションの PINを無効
にするには、このコマンドの no形式を使用します。

parampin-lennumber

いいえparampin-lennumber

構文の説明 指定のアプリケーションに関連する PINの許容文字数です。範囲は 0～ 10です。デ
フォルトは 4です。

number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、call applicationvoicepin-lenコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Interactive Voice Response (IVR)を設定する際、またはIVR関連機能（デビッ
トカードなど）の一つを設定する際に使用します。使用するTool Command Language (Tcl)スク
リプトによりますが、指定したアプリケーションのPINの許容文字数を定義し、その情報を指
定したアプリケーションに渡すために使用します。

パッケージの PINの長さを設定するには、 packageコマンドを使用してから、 parampin-len
コマンドを使用します。サービスの PINの長さを設定するには、 serviceコマンドを使用して
から、 parampin-lenコマンドを使用します。

例 次の例では、Tcl番号収集パッケージの 8文字の PINの長さを定義する方法を示しま
す。

application
package digcl.tcl
param pin-len 8

次の例は、デビットカードアプリケーション用に 8文字の PINの長さを定義する方法
を示します:

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
param pin-len 8

package through pattern
45

package through pattern
param pin-len



関連コマンド 説明コマンド

指定アプリケーションの PINの文字数を定義します。callapplicationvoicepin-len

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramリダイレクト番号

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramリルートモード

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramセキュリティ

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param prompt
ファックス検出 IVRアプリケーションに指定の音声ファイルをユーザプロンプトとして使用さ
せるには、アプリケーションパラメータ設定モードで parampromptコマンドを使用します。
この音声ファイルの使用を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

パラメータプロンプトプロンプト URL

いいえパラメータプロンプトprompt-url

構文の説明 アプリケーションのプロンプトを含む音声ファイルのURLまたはTFTPサー
バ上の Cisco IOSファイルシステム (IFS)の場所です。

プロンプト
URL

コマンドデフォルト プロンプトスペースが空で、プロンプトは再生されません。

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、call applicationvoicepromptコマンドを置き換えるために導入さ
れました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドが有効なのは、ファックス検出アプリケーションが、listen-first、default-voice、
および default-faxモードの場合だけです。

発信者が最初の CNG検出期間中に無音を聞かないように、音声ファイルは少なくとも 9秒必
要です。任意の .auファイルを使用できます。形式については、『Cisco IOS音声、ビデオ、

およびファックス設定ガイド、リリース 12.4』で説明されています。

例 次の例では、音声ファイル" promptfile.au"をアプリケーションファイル「fax_detect」
に関連付け、アプリケーションを着信 POTSダイヤルピアに関連付けます:

application
service fax_detect tftp://users/scripts/app_fax_detect.2.x.x.tcl
param mode default-voice
param prompt promptfile.au
dial-peer voice 302 pots
application fax_detect

関連コマンド 説明コマンド

ファックス検出 IVRアプリケーションに、指定した音声ファイル
をユーザプロンプトとして使用するよう指示します。

callapplicationvoiceprompt
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param redirect-number
サービスプロバイダのオペレータ電話番号など、リダイレクト先の電話番号をアプリケーショ

ンで定義するには、パラメータリダイレクトnumberコマンドをアプリケーションパラメータ
設定モードで呼び出します。電話番号のリダイレクトをキャンセルするには、このコマンドの

no形式を使用します。

paramredirect-numbernumber

いいえパラメータredirect-numbernumber

構文の説明 サービスプロバイダーの指定オペレータ電話番号 (または顧客が指定したその他の番
号)これは、たとえば、許可されたデビットタイムがなくなった場合、またはデビッ
ト金額を超過した場合に、通話が終了する番号です。

number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更シスコ製品Cisco IOSリリース

このコマンドは、call applicationvoiceredirect-numberコマ
ンドに代わるものです。

Cisco CME
3.3

12.3(14)T

使用上のガイドライン Interactive Voice Response (IVR)を設定する場合、またはIVR関連機能（デビットカードなど）
のいずれかを定義するために、このコマンドを使用します。使用されているツールコマンド言

語（Tcl）スクリプトによりますが、電話がリダイレクトされる電話番号を定義します。

パッケージのリダイレクト番号を設定するには、packageコマンドを使用してパッケージをロー
ドし、その後で paramredirect-numberコマンドを使用します。サービスのリダイレクト番号
を設定するには、 serviceコマンドを使用した後で paramredirect-numberコマンドを使用しま
す。

例 次の例では、"プリペイド"という名前のアプリケーションのリダイレクト番号を定義
する方法を示します:

application
service prepaid tftp://tftp-server/scripts/prepaid.tcl
param redirect-number 5550111
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関連コマンド 説明コマンド

指定のアプリケーションに対して、転送先の電話番号 (例
えば、サービスプロバイダのオペレータ電話番号)を定義
します。

callapplicationvoiceredirect-number

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)
に設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッ
セージを、通常のDISCONNECTメッセージに変換するか
どうかを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能なTcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの暗証番号 (PIN)の文字数を指定しま
す。

parampin-len

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)
を設定します。

paramreroutemode

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入
力できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケー

ションに渡されます。

param再試行回数

リンク可能なTcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramセキュリティ

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

param警告時間

ダイヤルピア上の特定のスタンドアロンアプリケーショ

ンをロードして設定します。

サービス
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param reroutemode
パッケージに着信転送再ルーティングモード (自動転送)を設定するには、アプリケーションパ
ラメータ設定モードでparamreroutemodeコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

パラメータ再ルーティングモード {redirect | redirect-at-alert | redirect-at-connect | redirect-rotary
| rotary}
いいえパラメータreroutemode

構文の説明 2つのコールレッグが直接接続されています。 RTPvtをサポートします。redirect

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグがアラート状態の場合、コール転送を開始します。コー

ル転送が成功すると、2つのコールレッグがゲートウェイで切断されま
す。転送が失敗した場合、ゲートウェイは 2つのコールレッグをブリッ
ジします。 2つの Bチャネル転送 (TBCT)をサポートします。

redirect-at-alert

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグが接続状態の場合、コール転送を開始します。コール

転送が成功すると、2つのコールレッグがゲートウェイで切断されます。
転送が失敗した場合、ゲートウェイは 2つのコールレッグをブリッジしま
す。 TBCTをサポートします。

redirect-at-connect

2つのコールレッグが直接接続されています (リダイレクト)。それが失敗
した場合、2つのコールレッグはゲートウェイ (rotary)でヘアピンされま
す。

redirect-rotary

ゲートウェイは、発信コールレッグに回転式コールを配置し、2つのコー
ルをまとめてヘアピンターンします。 Release-to-Pivot (RTPvt)は実行され
ません。これはデフォルトです。

rotary

コマンドデフォルト 回転方式; RTPvtは起動されません。

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、パッケージのみに着信の転送を設定する場合に使用します。その後、その

パッケージを使用する 1つ以上のサービスを構成できます。代わりに、
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paramspacecallsetupreroutemodeコマンドを使用して、サービスまたはスタンドアロンアプリ
ケーションの着信の転送を設定します。

リダイレクトロータリーは、推奨される転送方法です。これにより、通話路が対応している限

り、コールリダイレクト方法が常に選択されるためです。

例 次の例は、通話セットアップパッケージで、[リダイレクト]に設定された通話転送方
法を示しています。

application
package callsetup
param reroutemode redirect

関連コマンド 説明コマンド

Tclアプリケーションの着信転送動作を指定します。callapplicationvoicetransferreroute-mode

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパ
ラメータを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当て

るようにアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND
(PI=8)に設定された進行状況インジケータの
DISCONNECTメッセージを、通常の DISCONNECT
メッセージに変換するかどうかを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効ま
たは無効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パ

ラメータを構成します。

param言語

パッケージの着信転送モードを設定します。paramモード

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケー

ションのサービスプロバイダのオペレータ電話番号

です。

paramリダイレクト番号

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを
再入力できる回数を指定します。この回数は、その

アプリケーションに渡されます。

paramretry-count

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティ
を設定します。

paramsecurity
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説明コマンド

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定

義します。

paramwarning-time
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param retry-count
発信者がパッケージに暗証番号 (PIN)を再入力できる回数を定義するには、アプリケーション
パラメータ設定モードのパラメータ再試行カウントコマンドを使用します。設定した再試行

回数をキャンセルするには、このコマンドの no形式を使用します。

パラメータ再試行回数number

いいえパラメータ再試行回数number

構文の説明 発信者が PIN番号を再入力できる回数範囲は 1～ 5です。デフォルトは 3です。number

コマンドデフォルト 3

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン InteractiveVoiceResponse (IVR)を設定する場合、または使用されているToolCommandLanguage
(Tcl)スクリプトに応じて、または IVR関連機能 (デビットカードなど)の 1つで、ユーザが PIN
を再入力できる回数を定義する場合にこのコマンドを使用します。

パッケージの PIN再試行回数を設定するには、パッケージコマンドを使用してパッケージを
ロードしてから、 paramretry-countコマンドを使用してください。サービスの PIN再試行回
数を設定するには、 serviceコマンドを使用してから、 paramretry-countコマンドを使用しま
す。

例 次の例では、ユーザが PINを 2回再入力してから切断されるように、パッケージに
PIN再試行カウントを設定する方法を示します。

application
package sample1.tcl
param retry-count 2

次の例は、ユーザが切断される前に PINを 2回再入力できるように、デビットカード
アプリケーションで PIN再試行カウントを設定する方法を示しています。

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
param retry-count 2
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関連コマンド 説明コマンド

指定のアプリケーションに対して発信者が PINを再入力で
きる回数を定義します。

call applicationvoiceretry-count

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

param

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramセキュリティ

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param security
リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定するには、アプリケーションパラ
メータ設定モードでparamsecurityコマンドを使用します。このパラメータを既定値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

paramセキュリティ {trusted | untrusted}
いいえparamセキュリティ {trusted | untrusted}

構文の説明 自動番号識別 (ANI)はブロックされません。trusted

ANIはブロックされています。untrusted

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、call applicationvoicesecurityコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、組み込みの共通音声アプリケーションパッケージで利用できます。そのパッ

ケージにこのパラメータを設定する場合、最初にコマンド packageappcommonを使用する必
要があります。

サービスにこのパラメータを設定する場合、次のコマンドを使用します。

サービス名URL

paramspaceappcommonsecurity {trusted | untrusted}

アプリケーションが信頼できるアプリケーションとして設定されている場合、宛先に発信番号

を提供しないことが信頼されているため、ANIは利用可能な場合に常に提供されます。通常、
発信者 IDがブロックされている場合、音声ゲートウェイは、発信番号 (ANI)を VoiceXMLア
プリケーションに提供しません。音声ゲートウェイに着信する通話のプレゼンテーション表示

フィールドが [プレゼンテーション制限]に設定されている場合、発信者番号通知はブロックさ
れます。 session.telephone.ani変数が「ブロックされている」に設定されています。 param
securitytrusted コマンドが設定されている場合、ゲートウェイは発信者 ID通知をブロックし
ません。これにより、VoiceXMLアプリケーションに発信番号が提供されます。このコマンド
のキーワードが untrustedに設定されている場合、発信者 IDはブロックされます。

コールシグナリングメッセージのGTD (Generic TransparencyDescriptor)パラメータをVoiceXML
および Tclセッション変数にマッピングできるようにするには、 paramsecuritytrustedコマン
ドを設定する必要があります。このコマンドが設定されていない場合、GTDパラメータに対
応する VoiceXML変数は利用不可としてマークされます。 VoiceXMLおよび Tclセッション変
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数の詳細は、それぞれ『Cisco VoiceXML Programmer's Guide』および『 Tcl IVR API Version 2.0
Programmer's Guide』を参照してください。

例 次の例では、paramsecuritytrustedコマンドを使用して、VoiceXMLアプリケーション
のセキュリティレベルを「信頼できる」に設定する方法を示します。これにより、自

動番号認識 (ANI)がブロックされることはありません。

application
package appcommon
param security trusted

関連コマンド 説明コマンド

ANIがブロックされないように、VoiceXMLアプリケーショ
ンのセキュリティレベルを「信頼」に設定します。

callapplicationvoicesecuritytrusted

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラ

メータを設定します。

packageappcommon

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

param

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode
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説明コマンド

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数

サービス(アプリケーション)のセキュリティを設定します。paramspaceappcommonsecurity

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

param警告時間

ダイヤルピア上の特定のスタンドアロンアプリケーション

をロードして設定します。

サービス
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param uid-len
パッケージのユーザ ID番号 (UID)の文字数を定義するには、アプリケーションのパラメータ
設定で paramuid-lenコマンドを使用します。このコマンドの設定をデフォルトに戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

パラメータuid-lennumber

いいえパラメータuid-lennumber

構文の説明 指定のアプリケーションに関連するUIDの許容文字数です。値の範囲は1～20です。
デフォルトは 10です。

number

コマンドデフォルト 10文字

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、call applicationvoiceuid-lengthコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン Interactive Voice Response (IVR)を設定する際、またはツールコマンド言語（Tcl）スクリプトに
依存するIVR関連機能（デビットカードなど）の1つを設定する際に、このコマンドを使用して
UIDの許容文字数を定義します。

このコマンドは、組み込みの共通音声アプリケーションパッケージで利用できます。そのパッ

ケージにこのパラメータを設定する場合、最初にコマンドpackageappcommonを使用する必要
があります。サービスにこのパラメータを設定する場合、最初に serviceコマンドを使用する
必要があります。

例 次の例では、1つのパッケージで UIDの長さを 20に設定しています。

application
package sample1.tcl
param uid-len 20

次の例では、デビットカードアプリケーションのUIDの長さを20に設定しています。

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
param uid-len 20

package through pattern
58

package through pattern
param uid-len



関連コマンド 説明コマンド

指定されたアプリケーションの UIDの文字数を定義し、指
定されたアプリケーションにその情報を渡します。

callapplicationvoiceuid-length

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラ

メータを設定します。

packageappcommon

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

パラメータ

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramreroutemode

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

paramretry-count

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramsecurity

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

paramwarning-time
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param voice-dtmf
FAX検出自動音声応答 (IVR)アプリケーションに、音声コールを示す特定の数字を認識させる
には、 paramvoicedtmfコマンドをアプリケーションパラメータ設定モードで使用します。こ
の桁の設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

param voice-dtmf {0 | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | * | #}
no param voice-dtmf {0 | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9 | * | #}

構文の説明 ファックス検出 IVRアプリケーションの default-voice and default-fax
モードで設定された音声プロンプトに応答して、音声コールを発信

するために発信側が押す電話のキーパッドボタン。

0 | 1| 2| 3| 4| 5| 6| 7| 8| 9| *|
#

コマンドデフォルト 1

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、callapplicationvoicevoice-dtmfコマンドを置き換えるために導入
されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ファックス検出 IVRアプリケーションが parammodeモードで定義されてい
るとおり、デフォルトの音声モードまたはデフォルトのファックスモードで設定されている場

合にのみ役立ちます。

paramvoice-dtmfコマンドを使用して音声DTMFも設定する場合、音声とファックスのDTMF
番号には異なる番号を使用する必要があります。

例 次の例では、デュアルトーン多重周波数 (DTMF)の2を選択して音声コールを示しま
す。

application
service faxdetect tftp://sample/tftp-users/tcl/app_fax_detect.2.x.x.tcl
param voice-dtmf 2
dial-peer voice 302 pots
application fax_detect

関連コマンド 説明コマンド

ファックス検出 IVRアプリケーションに、音声コールであるこ
とを示す指定された番号を認識させるよう指示します。

callapplicationvoicevoice-dtmf

パッケージの着信転送モードを設定します。paramモード
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説明コマンド

指定された桁を認識するようにアプリケーションに指示し、

default-voiceおよび default-faxモードで FAXコールであること
を示します。

paramfax-dtmf
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param warning-time
許容通話時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義するには、アプリケーションパラメータ

設定モードでparamwarningtimeコマンドを使用します。設定した警告期間を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

パラメータ警告時間数

いいえパラメータ警告時間数

構文の説明 許容発信時間に達するまでの警告時間 (秒)です。範囲は 10から 600です。この引数に既
定値はありません。

数

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションのパラメータ設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、call applicationvoicewarning-timeコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン Interactive Voice Response (IVR)を設定する際にこのコマンドを使用します。使用されている
Tool Command Language (Tcl)スクリプトによって異なります。または、IVR関連機能 (デビッ
トカードなど)の 1つで、許可された通話時間が切れる前の警告期間の秒数を定義します。

このコマンドは、組み込みの共通音声アプリケーションパッケージで利用できます。そのパッ

ケージにこのパラメータを設定する場合、最初にコマンド packageappcommonを使用する必
要があります。サービスにこのパラメータを設定する場合、最初に serviceコマンドを使用す
る必要があります。

例 次の例では、パッケージで警告時間パラメータを 30秒に構成します。

application
package sample1.tcl
param warning-time 30

次の例では、デビットカードアプリケーションの警告時間パラメータを30秒に設定し
ています。

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
param warning-time 30
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関連コマンド 説明コマンド

許容発信時間内にユーザが受信する警告の秒数を定義しま

す。

callapplicationvoicewarning-time

組み込みの共通音声アプリケーションパッケージのパラ

メータを設定します。

パッケージappcommon

パッケージまたはサービス (アプリケーション)のパラメー
タを読み込み、構成します。

param

特定の方法を使用してアカウント識別子を割り当てるよう

にアプリケーションを設定します。

paramaccount-id-method

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に
設定された進行状況インジケータのDISCONNECTメッセー
ジを、通常の DISCONNECTメッセージに変換するかどう
かを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のログを有効または無
効にします。

paramevent-log

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメー

タを構成します。

paramlanguage

パッケージの着信転送モードを設定します。parammode

アプリケーションの PINの文字数を定義します。parampin-len

転送先の電話番号を定義します。例えば、アプリケーショ

ンのサービスプロバイダのオペレータ電話番号です。

paramredirect-number

パッケージの着信転送再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramリルートモード

指定のアプリケーションに対して、発信者が PINを再入力
できる回数を指定します。この回数は、そのアプリケーショ

ンに渡されます。

param再試行回数

リンク可能な Tcl機能 (パッケージ)のセキュリティを設定
します。

paramセキュリティ

パッケージの UIDの文字数を定義します。paramuid-length

ダイヤルピア上の特定のスタンドアロンアプリケーション

をロードして設定します。

サービス
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パラメータスペース
アプリケーションが他のアプリケーションのローカルパラメータスペースのパラメータを使用

できるようにするには、アプリケーションサービス設定モードで paramspaceコマンドを使用
します。このパラメータをパラメータのデフォルトネームスペースに戻すには、このコマンド

の noオプションを使用します。

paramspaceパラメータネームスペースパラメータ名パラメータ値
いいえparamspaceパラメータネームスペースパラメータ名パラメータ値

構文の説明 パラメータを使用するためのパラメータの名前空間です。パラメータネームスペー

ス

使用するパラメータです。パラメータ名

パラメータの値です。パラメータ値

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン アプリケーションが同じパラメータ名を使用することによる問題を回避するために、パラメー

タネームスペース またはパラメータスペースコンセプトが導入されました。アプリケーショ

ンがゲートウェイで定義されると、そのパラメータ名前空間は自動的に定義されます。これ

は、アプリケーションのローカルパラメータスペースと呼ばれます。 paramコマンドを使用
してアプリケーションのパラメータを設定する場合、設定可能なパラメータはローカルパラ

メータスペースに含まれるパラメータとなります。

別のパラメータスペースにあるパラメータ定義を使用する場合は、次を使用できます。

paramspaceparameter-namespaceparameter-nameparameter-valueコマンドを使用して、アプリケー
ションのパラメータを別のパラメータスペースにマッピングします。これにより、アプリケー

ションはローカルのパラメータ空間に加えて、新しいパラメータ空間にあるパラメータ定義を

使用することができます。

例 以下の例は、英語翻訳パッケージのパラメータを使用するように構成されたデビット

カードサービスを示しています。

application
service debitcard tftp://server-1//tftpboot/scripts/app_debitcard.2.0.2.8.tcl
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paramspace english language en
paramspace english index 1
paramspace english prefix en
paramspace english location tftp://server-1//tftpboot/scripts/au/en/

関連コマンド 説明コマンド

ゲートウェイ上のパッケージまたはサービス(アプリケーショ
ン)のパラメータをロードして設定します。

パラメータ

サービス (アプリケーション)のログを有効または無効にしま
す。

paramspaceappcommonevent-log

サービス (アプリケーション)のセキュリティを設定します。paramspaceappcommonsecurity

アプリケーションの着信転送モードを設定します。paramspacecallsetupモード

アプリケーションの通話再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramspacecallsetupreroutemode

IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)によるダイナ
ミックプロンプトに使用される音声ファイルのカテゴリと

場所を定義します。

paramspacelanguage
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paramspace appcommon event-log
サービス (アプリケーション)のログ記録を有効または無効にするには、アプリケーションサー
ビス構成モードで paramspaceappcommonevent-logコマンドを使用します。このコマンドに
no形式はありません。

パラメータスペースappcommonイベントログ {有効にする | 無効にする}

構文の説明 イベントログが有効になっています。有効にす

る

イベントログが無効になっています。無効にす

る

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、call applicationvoiceevent-logコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン サービス (アプリケーション)のイベントログを設定するには、このコマンドを使用します。

パッケージのみのイベントロギングを設定している場合、アプリケーションパラメータ設定

モードでパッケージappcommonコマンドを使用します。

すべての音声アプリケーションのイベントログを設定している場合、アプリケーション設定モ

ニタモードで event-logコマンドを使用します。

イベントログが本番トラフィックのシステムリソースに悪影響を及ぼさないようにするため

に、ゲートウェイはスロットリングメカニズムを使用します。プロセッサメモリの空きが20%
を下回ると、ゲートウェイは自動的にすべてのイベントログを無効にします。メモリの空きが

30%を超えるとイベントログが再開されます。スロットリングが行われている間は、イベン
トログが有効になっていても、ゲートウェイは新しいイベントログをキャプチャしません。

空きメモリを監視し、障害の切り分けに必要な場合にのみイベントログを有効にしてくださ

い。

（注）

例 次の例では、デビットカードアプリケーションのイベントロギングが無効になってい

ます。
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application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
paramspace appcommon event-log disable

関連コマンド 説明コマンド

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効にしま

す。

callapplicationvoiceevent-log

アプリケーションが別のアプリケーションのローカルパラ

メータスペースからパラメータを使用できるようにします。

paramspace

サービス (アプリケーション)のセキュリティを設定します。paramspaceappcommonsecurity

アプリケーションの着信転送モードを設定します。paramspacecallsetupmode

アプリケーションの通話再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramspacecallsetupreroutemode

IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)によるダイナ
ミックプロンプトに使用される音声ファイルのカテゴリと

場所を定義します。

paramspacelanguage
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paramspace appcommon security
サービス (アプリケーション)のセキュリティを設定するには、アプリケーションのサービス設
定モードで paramspaceappcommon securityコマンドを使用します。このパラメータをパラ
メータのデフォルトネームスペースに戻すには、このコマンドのnoオプションを使用します。

パラメータスペースappcommonセキュリティ {trusted | untrusted}
いいえパラメータスペースappcommonセキュリティ {信頼できる |信頼できない}

構文の説明 自動番号識別 (ANI)はブロックされません。信頼済み

ANIはブロックされています。信頼されていな

い

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、call applicationvoicesecurityコマンドに代わるものです。12.3(14)T

使用上のガイドライン このコマンドは、組み込みの共通音声アプリケーションパッケージで利用できます。組み込

みの共通音声アプリケーションパッケージにこのパラメータを設定する場合、コマンドparam
securityを使用します。

アプリケーションが信頼できるアプリケーションとして設定されている場合、宛先に発信番号

を提供しないことが信頼されているため、ANIは利用可能な場合に常に提供されます。通常、
発信者 IDがブロックされている場合、音声ゲートウェイは、発信番号 (ANI)を VoiceXMLア
プリケーションに提供しません。音声ゲートウェイに着信する通話のプレゼンテーション表示

フィールドが [プレゼンテーション制限]に設定されている場合、発信者番号通知はブロックさ
れます。 session.telephone.ani変数が「ブロックされている」に設定されています。
「paramspaceappcommonsecurity信頼された」コマンドが設定されていると、ゲートウェイは
発信者IDをブロックせず、VoiceXMLアプリケーションに発信番号を提供します。このコマン
ドのキーワードが untrustedに設定されている場合、発信者 IDはブロックされます。

コールシグナリングメッセージのGTD (Generic TransparencyDescriptor)パラメータをVoiceXML
およびTclセッション変数にマッピングできるようにするには、paramspaceappcommonsecurity
信頼されたコマンドを設定する必要があります。このコマンドが設定されていない場合、GTD
パラメータに対応する VoiceXML変数は利用不可としてマークされます。 VoiceXMLおよび
Tclセッション変数の詳細については、それぞれ『Cisco VoiceXMLProgrammer's Guide』および
『 Tcl IVR API Version 2.0 Programmer's Guide』を参照してください。
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例 次の例は、デビットカードアプリケーション用に構成されたセキュリティを示してい

ます。アプリケーションのセキュリティレベルは「信頼済み」に設定されているた

め、自動番号識別 (ANI)はブロックされません。

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
paramspace appcommon security trusted

関連コマンド 説明コマンド

ANIがブロックされないように、VoiceXMLアプリケーショ
ンのセキュリティレベルを「信頼」に設定します。

callapplicationvoicesecuritytrusted

アプリケーションが別のアプリケーションのローカルパラ

メータスペースからパラメータを使用できるようにします。

paramspace

サービス (アプリケーション)のログを有効または無効にし
ます。

paramspaceappcommonevent-log

アプリケーションの着信転送モードを設定します。paramspacecallsetupmode

アプリケーションの通話再ルーティングモード (着信転送)
を設定します。

paramspacecallsetupreroutemode

IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)によるダイナ
ミックプロンプトに使用される音声ファイルのカテゴリと

場所を定義します。

paramspacelanguage
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paramspace callsetup mode
アプリケーションの着信転送モードを設定するには、アプリケーションサービス設定モードで

paramspacecallsetupmodeコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドのno
形式を使用します。

paramspacecallsetupモード {redirect | redirect-at-alert | redirect-at-connect | redirect-rotary |
rotary}
いいえparamspacecallsetupモード

構文の説明 ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号にコールレッグをリダイレ

クトします。

redirect

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグがアラート状態の場合、コール転送を開始します。コー

ル転送が成功すると、2つの通話レッグがゲートウェイで切断されます。
転送が失敗した場合、ゲートウェイは2つの通話の脚をブリッジします。
2つの Bチャネル転送 (TBCT)をサポートします。

アラートのリダ

イレクト

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグが接続状態の場合、コール転送を開始します。コール転

送が成功すると、2つの通話レッグがゲートウェイで切断されます。転送
が失敗した場合、ゲートウェイは2つの通話の脚をブリッジします。TBCT
をサポートします。

接続時にリダイ

レクト

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号にコールレッグをリダイレ

クトします。リダイレクションが失敗した場合、ゲートウェイはリダイレ

クトされた宛先番号にrotary callを発信し、2つの通話の脚をヘアピンター
ンします。 TBCTの場合、このモードは redirect-at-connectと同じです。

redirect-rotary

ゲートウェイは、発信コールレッグに回転式コールを配置し、2つのコー
ルレッグをヘアピンターンします。コールリダイレクションは呼び出さ

れません。これはデフォルトです。

回転式

コマンドデフォルト ロータリー;コールリダイレクションは呼び出されません。

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

This command was introduced to replace the callapplicationvoicetransfermode command.12.3(14)T
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使用上のガイドライン このコマンドを使用して、サービスまたはスタンドアロンアプリケーションの着信転送モード

を設定します。代わりに、packagecallsetupandparammodeコマンドを使用して、パッケージ
のみのコールフォワードモードを設定し、そのパッケージを使用する1つ以上のサービスを構
成することもできます。

このコマンドは、音声アプリケーションがTBCTまたはRTPvtを呼び出すことができるかどう
かを決定します。

リダイレクトロータリーは、推奨される転送方法です。これにより、通話路が対応している限

り、コールリダイレクト方法が常に選択されるためです。

例 以下の例は、デビットカードアプリケーションのリダイレクトに設定されたcallメソッ
ドを示しています:

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
paramspace callsetup mode redirect

関連コマンド 説明コマンド

Tclまたは VoiceXMLアプリケーションの通話転送方法を指
定します。

callapplicationvoicetransfermode

組み込みのcall-setupパッケージでパラメータを設定します。packagecallsetup

パッケージの通話転送モードを設定します。parammode

アプリケーションが別のアプリケーションのローカルパラ

メータスペースからパラメータを使用できるようにします。

paramspace

サービス (アプリケーション)のログを有効または無効にしま
す。

paramspaceappcommonevent-log

サービス (アプリケーション)のセキュリティを設定します。paramspaceappcommonsecurity

アプリケーションの通話再ルーティングモード (着信転送)を
設定します。

paramspacecallsetupreroutemode

IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)によるダイナ
ミックプロンプトに使用される音声ファイルのカテゴリと

場所を定義します。

paramspacelanguage
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paramspace callsetup reroutemode
アプリケーションで通話再ルーティングモード (着信転送)を設定するには、サービス構成モー
ドでparamspacecallsetupreroutemodeコマンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

paramspacecallsetupreroutemode {redirect | redirect-at-alert | redirect-at-connect | redirect-rotary
| rotary}
いいえパラメータスペースcallsetupreroutemode

構文の説明 ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号にコールレッグをリダイレ

クトします。

redirect

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグがアラート状態の場合、コール転送を開始します。コー

ル転送が成功すると、2つの通話レッグがゲートウェイで切断されます。
転送が失敗した場合、ゲートウェイは2つの通話の脚をブリッジします。
2つの Bチャネル転送 (TBCT)をサポートします。

redirect-at-alert

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に新しいコールを発信し、

発信コールレッグが接続状態の場合、コール転送を開始します。コール転

送が成功すると、2つの通話レッグがゲートウェイで切断されます。転送
が失敗した場合、ゲートウェイは2つの通話の脚をブリッジします。TBCT
をサポートします。

redirect-at-connect

ゲートウェイは、リダイレクトされた宛先番号に通話の脚をリダイレクト

します。リダイレクションが失敗した場合、ゲートウェイはリダイレクト

された宛先番号にrotary callを発信し、2つの通話の脚をヘアピンターンし
ます。 TBCTの場合、このモードは redirect-at-connectと同じです。

redirect-rotary

ゲートウェイは、発信コールレッグに回転式コールを配置し、2つのコー
ルレッグをヘアピンターンします。コールリダイレクションは呼び出さ

れません。これはデフォルトです。

rotary

コマンドデフォルト ロータリー;コールリダイレクションは呼び出されません。

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationvoicetransferreroute-modeコマンドを置き換えるた
めに導入されました。

12.3(14)T
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使用上のガイドライン このコマンドは、サービスまたはスタンドアロンアプリケーションの着信転送モードを設定す

るために使用されます。代わりに、packagecallsetupparamreroutemodeコマンドを使用して、
パッケージのみのコールフォワードモードを設定し、そのパッケージを使用する 1つ以上の
サービスを構成することもできます。

このコマンドは、音声アプリケーションがTBCTまたはRTPvtを呼び出すことができるかどう
かを決定します。

リダイレクトロータリーは、推奨される転送方法です。これにより、通話路が対応している限

り、コールリダイレクト方法が常に選択されるためです。

例 以下の例は、デビットカードアプリケーションにリダイレクトするように設定された

コールの転送方法を示しています。

application
service debitcard tftp://tftp-server/dc/app_debitcard.tcl
paramspace callsetup reroutemode redirect

関連コマンド 説明コマンド

Tclアプリケーションの着信転送動作を指定します。callapplicationvoicetransferreroute-mode

アプリケーションが別のアプリケーションのローカ

ルパラメータスペースからパラメータを使用できる

ようにします。

paramspace

サービス (アプリケーション)のログを有効または無
効にします。

paramspaceappcommonevent-log

サービス (アプリケーション)のセキュリティを設定
します。

paramspaceappcommonsecurity

アプリケーションの着信転送モードを設定します。paramspacecallsetupmode

IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)による
ダイナミックプロンプトに使用される音声ファイル

のカテゴリと場所を定義します。

paramspacelanguage
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paramspace language
IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)によるダイナミックプロンプトに使用される音
声ファイルのカテゴリと場所を定義するには、アプリケーションサービス設定モードで

paramspacelanguageコマンドを使用します。これらの定義を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

ゲートウェイのサービスまたはパッケージの言語パラメータを設定するには、アプリケーショ

ンサービス設定モードで paramlanguageコマンドを使用します。

パラメータスペースlanguage {location位置 |インデックス数 | languageプレフィックス}

構文の説明 言語パッケージの名前です。 Cisco IOSソフトウェアには、英語などの
一部の言語パッケージが組み込まれています。

言語

音声ファイルの URL。有効な URLは、TFTP、FTP、HTTP、RTSPサー
バ、フラッシュメモリ、または Cisco 3600シリーズのリムーバブルディ
スクを参照します。

locationlocation

音声ファイルのカテゴリグループです (0から 4)。たとえば、日と月を
表す音声ファイルはカテゴリ 1、通貨単位を表す音声ファイルはカテゴ
リ 2、時間の単位 (秒、分、時間)を表す音声ファイルはカテゴリ 3とし
ます。範囲は0から4までで、0はすべてのカテゴリを意味します。

インデックス番号

音声ファイルに関連する言語を識別する 2文字のコードです。有効なエ
ントリは次の通りです:

• en--英語

• sp--スペイン語

• ch--中国語

• aa--すべて

言語プレフィック

ス

コマンドデフォルト ロケーション、インデックス、カテゴリが設定されていません。

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、callapplicationvoicelanguage and the callapplicationvoiceset-location
コマンドを置き換えるために導入されました。

12.3(14)T
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使用上のガイドライン Tclスクリプトと VoiceXMLドキュメントは、次の場所のいずれかに保存することができます:
TFTP、FTP、またはHTTPサーバ上、ゲートウェイのフラッシュメモリ、またはCisco 3600シ
リーズのリムーバブルディスク。使用する音声ファイルは、これらの場所のいずれかで、RTSP
サーバに保存できます。

1つのアプリケーションに複数の set-location行を設定することができます。

プリペイドデビットカードの多言語機能により、任意の言語の Tclスクリプトと 2文字のコー
ドを作成できます。『Cisco Pre-PaidDebitcardMulti-Language Programmer's Reference』を参照し
てください。

Cisco IOS IVRの多言語サポートにより、任意の言語の Tcl言語モジュール、および Tclおよび
VoiceXMLアプリケーションで使用する任意の音声合成 (TTS)記法を作成できます。「Cisco
IOSの自動音声応答の強化された多言語サポート」のドキュメントを参照してください。

例 次の例は、デビットカードアプリケーション用のparamspacelanguageコマンドを設定
する方法を示しています。

application
service debitcard tftp://server-1//tftpboot/scripts/app_debitcard.2.0.2.8.tcl
paramspace english language en
paramspace english index 1
paramspace english prefix en
paramspace english location tftp://server-1//tftpboot/scripts/au/en/

関連コマンド 説明コマンド

IVRアプリケーション (TclまたはVoiceXML)で使用される
ダイナミックプロンプトの言語を指定します。

callapplicationvoicelanguage

指定された IVRアプリケーション (Tclまたは VoiceXML)
によるダイナミックプロンプトに使用される音声ファイル

のカテゴリと場所を定義します。

callapplicationvoiceset-location

アプリケーションが別のアプリケーションのローカルパラ

メータスペースからパラメータを使用できるようにします。

パラメータスペース

サービス (アプリケーション)のログを有効または無効にし
ます。

paramspaceappcommonevent-log

サービス(アプリケーション)のセキュリティを設定します。paramspaceappcommonセキュリ
ティ

アプリケーションの着信転送モードを設定します。paramspacecallsetupモード

アプリケーションの通話再ルーティングモード (着信転送)
を設定します。

paramspacecallsetupreroutemode
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paramspace session_xwork convert-discpi-after-connect
通話がアクティブ状態の場合に、PROG_INBAND(PI=8)に設定されたプログレスインジケータ
の DISCONNECTメッセージを通常の DISCONNECTメッセージに変換することを有効または
無効にするには、paramspacesession_xworkconvert-discpi-after-connectコマンドをアプリケー
ションパラメータ設定モードで使用します。このパラメータをデフォルトのパラメータネーム

スペースに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

paramspacesession_xworkconvert-discpi-after-connect {有効にする |無効にする}
いいえparamspacesession_xworkconvert-discpi-after-connect {enable | disable}

構文の説明 通話がアクティブ状態のときに、進行状況インジケータがPROG_INBAND(PI=8)に設
定されている DISCONNECTメッセージを、通常の DISCONNECTメッセージに変換
します。

enable

通話がアクティブ状態のときに、PROG_INBAND (PI=8)に設定された進行状況インジ
ケータと共に、DISCONNECTメッセージに戻ります。

disable

コマンドデフォルト Enabled

コマンドモード
アプリケーションサービスの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドは、callapplicationvoicedefaultdisc-prog-ind-at-connectコマンドを置き
換えるために導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン 通話がアクティブ状態でない場合、このコマンドは何の効果もありません。パッケージにこの

パラメータを設定する場合、パッケージsessionxworkコマンドを使用します。

例 次の例では、進行状況インジケータが PROG_INBAND (PI=8)に設定された状態で、
DISCONNECTメッセージに対して変換が有効になっています。

application
service callappl.tcl tftp://tftp-server/callappl.tcl
paramspace session_xwork convert-discpi-after-connect enable
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関連コマンド 説明コマンド

通話がアクティブ状態の場合、進行状況イ

ンジケータが PROG_INBAND (PI=8)に設定
された DISCONNECTメッセージを、通常
のDISCONNECTメッセージに変換します。

callapplicationvoicedefaultdisc-prog-ind-at-connect

組み込みの session_xworkパッケージのパラ
メータを設定します。

packagesessionxwork

通話がアクティブ状態の場合に、

PROG_INBAND (PI=8)に設定された進行イ
ンジケータの DISCONNECTメッセージを
通常の DISCONNECTメッセージに変換す
るかどうかを指定します。

paramconvert-discpi-after-connect

アプリケーションが別のアプリケーション

のローカルパラメータスペースからパラメー

タを使用できるようにします。

paramspace
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パススルーコンテンツ
受信レグから発信レグへのセッション記述プロトコル (SDP)のパススルーを有効にするには、
グローバル VoIP SIP構成モードまたはダイヤルピア設定モードで pass-thrucontentコマンドを
使用します。設定済みのパススルーリストから SDPヘッダーを削除するには、コマンドの no
形式を使用します。

pass-thru内容[custom-sdp | sdp {mode | system}| unsupp]
パススルーなしコンテンツ[custom-sdp | sdp {mode | system}| unsupp]

構文の説明 SIPプロファイルを使用してカスタム SDPのパススルーを有効にします。custom-sdp

SDPコンテンツのパススルーを有効にします。sdp

パススルー SDPモードを有効にします。モード

パススルー構成がグローバルsip-ua値を使用することを指定します。このキーワー
ドはテナントモードでのみ使用可能で、それがグローバル設定にフォールバック

することを許可します。

システム

SIPメッセージまたは要求でサポートされていないすべてのコンテンツのパスス
ルーを有効にします。

unsupp

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード SIP構成 (conf-serv-sip)

ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが変更され、キーワード: custom-sdpが
追加されました。

Cisco IOS 15.6(1)T、Cisco IOSXE 3.17S

このコマンドにキーワードsystemが追加されました。15.6(2)Tおよび IOS XEデナリ 16.3.1

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

例 以下の例では、グローバル VoIP SIP設定モードで SIPプロファイルピアルールを使
用して、カスタム SDPのパススルーを構成する方法を示します。

Router(conf-serv-sip)# pass-thru content custom-sdp
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以下の例は、ダイヤルピアコンフィギュレーションモードで SIPプロファイルを使用
して、カスタム SDPのパススルーを設定する方法を示します。

Router(config-dial-peer)# voice-class sip pass-thru content custom-sdp

次に、グローバルVoIP SIP設定モードで SDPのパススルーを設定する例を示します。

Router(conf-serv-sip)# pass-thru content sdp

次に、音声クラステナントコンフィギュレーションモードで SDPのパススルーを設
定する例を示します。

Router(config-class)# pass-thru content sdp system

次の例では、ダイヤルピア構成モードでサポートされていないコンテンツタイプのパ

ススルーを構成する方法を示します。

Router(config-dial-peer)# voice-class sip pass-thru content unsupp
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パススルーヘッダー
グローバルに設定されたリストのヘッダーリストのパススルーを有効にするには、グローバル

VoIP SIP設定モードまたはダイヤルピア設定モードで、パススルーヘッダーコマンドを使用
します。設定済みのパススルーリストからヘッダーを削除するには、コマンドの no形式を使
用します。

パススルーヘッダー [number | unsupp]
パススルーなしヘッダー [number | unsupp]

構文の説明 グローバル値としてリンクさ

れる sip-hdr-pass-thruリストタ
グ番号を指定します。範囲は

1から 10000です。

number

すべてのサポートされていな

いヘッダーのパススルーを有

効にします。

unsupp

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード SIP構成 (conf-serv-sip)

ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、ダイヤルピア設定モードで、次のキー

ワードを追加するように修正されました: system。
Cisco IOS 15.6(1)T、Cisco IOSXE3.17S

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Bengaluru 17.4.1a

例 次に、グローバル VoIP SIPコンフィギュレーションモードでサポートされていない
ヘッダーのパススルーを設定する方法を示します。

Router(conf-serv-sip)# pass-thru headers unsupp

次の例では、サポートされていないヘッダーのパススルーをダイヤルピア設定モード

で設定する方法を示します。

Router(config-dial-peer)# voice-class sip pass-thru headers unsupp
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関連コマンド 説明コマンド

メディアネゴシエーションなしで、セッション記述プロトコル

(SDP)を受信レグから送信レグに透過的に渡します。
パススルー

すべてのサポートされていないヘッダーのパススルーを有効に

します。

passthru-hdr-unsupp

パススルーするヘッダーのリストを構成します。voice class sip-hdr-passthrulist
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passthru-hdr
設定済みのパススルーリストにヘッダー名を追加するには、音声クラス設定モードで

passthru-hdrコマンドを使用します。設定済みのパススルーリストからヘッダー名を削除する
には、コマンドの no形式を使用します。

passthru-hdrヘッダー名
いいえpassthru-hdr[ヘッダー名]

構文の説明 設定済みのパススルーリストに追加されるヘッダーの名前です。ヘッダー

名

コマンドデフォルト ヘッダー名は、構成されたパススルーリストに追加されません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーションモード (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEBengaluru 17.4.1a

使用上のガイドライン リストにヘッダー名を追加する前に、 voice class sip-hdr-passthrulistコマンドを使用してパス
スルーリストを設定する必要があります。

パススルーするヘッダーのリストを設定できます。リストには、下の表に示されている必須の

ヘッダー以外の任意のヘッダーを含めることができます。

表 1 :必須ヘッダーのリスト

必須ヘッダーリスト

CALLIDAUTHORIZATIONALSO

CONTACTCC_REDIRECTCC_DIVERSION

CONTENT_LENGTHCONTENT_ENCODINGCONTENT_DISP

CISCO_GUIDCISCO_GCIDCONTENT_TYPE

変化前日付CSEQ

MIME_VER_VALMIME_VERMAX_FORWARDS

PRIVACY_PREFERRED_IDPRIVACY_ASSERTED_IDPRIVACY

RECORD_ROUTEPROXY_AUTHENTICATEPROXY_AUTH

SESSION_EXPIRESRTP_STATルート
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必須ヘッダーリスト

USER_AGENTTOタイムスタンプ

WWW_AUTHENTICATEVIA

例

次の例では、voice class sip-hdr-passthrulistコマンドを使用してパススルーリストを設
定し、 passthru-hdrコマンドを使用してヘッダー名「Resource-priority」をリストに追
加します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class sip-hdr-passthrulist 101
Device(config-class)# passthru-hdr Resource-Priority
Device(config-class)# end

関連コマンド 説明コマンド

メディアネゴシエーションなしで、セッション記述プロトコル

(SDP)を受信レグから送信レグに透過的に渡します。
パススルー

すべてのサポートされていないヘッダーのパススルーを有効に

します。

passthru-hdr-unsupp

パススルーするヘッダーのリストを構成します。voice class sip-hdr-passthrulist

メディアネゴシエーションなしで、セッション記述プロトコル

(SDP)を受信レグから送信レグに透過的に渡します。
voice-classsip pass-thru
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passthru-hdr-unsupp
サポートされていないヘッダーを設定済みのパススルーリストに追加し、リスト中のサポート

されていないすべてのヘッダーのパススルーを有効にするには、 passthru-hdr-unsuppコマン
ドを音声クラス設定モードで使用します。サポートされていないヘッダーを設定済みのパスス

ルーリストから削除するには、コマンドの no形式を使用します。

passthru-hdr-unsupp
いいえpassthru-hdr-unsupp

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト サポートされていないヘッダーは、構成されたパススルーリストに含まれません。

コマンドモード 音声クラスコンフィギュレーションモード (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

Yangモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEBengaluru 17.4.1a

使用上のガイドライン サポートされていないヘッダーをリストに追加する前に、 voice class sip-hdr-passthrulistコマ
ンドを使用してパススルーリストを設定する必要があります。

例

次の例では、voice class sip-hdr-passthrulistコマンドを使用してパススルーリストを設
定し、 passthru-hdr-unsuppコマンドを使用してサポートされていないヘッダーをリ
ストに追加します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class sip-hdr-passthrulist 100
Device(config-class)# passthru-hdr-unsupp
Device(config-class)# end

関連コマンド 説明コマンド

メディアネゴシエーションなしで、セッション記述プロトコル

(SDP)を受信レグから送信レグに透過的に渡します。
pass-thru

設定したパススルーリストにヘッダー名を追加します。passthru-hdr

パススルーするヘッダーのリストを構成します。voice class sip-hdr-passthrulist
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説明コマンド

メディアネゴシエーションなしで、セッション記述プロトコル

(SDP)を受信レグから送信レグに透過的に渡します。
voice-classsip pass-thru
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パターン
全体のセッション開始プロトコル (SIP)または電話 (TEL)の統一資源識別子 (URI)に基づいて
通話を照合するには、音声 URIクラス設定モードで patternコマンドを使用します。マッチを
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

パターンuri-pattern

いいえパターン

構文の説明 URI全体に一致する Cisco IOS歩規表現 (regex)パターン。 128文字までです。uriパター

ン

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
音声 URIクラスの設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン •このコマンドは、URI全体に対して正規表現パターンを照合します。

• URI音声クラスでこのコマンドを使用する場合、ホスト、電話のコンテキスト、電話番
号、または user-idなど、他のパターンマッチコマンドは使用できません。

例 次の例では、SIP URI全体にマッチするように音声クラスを設定しています。

voice class uri r100 sip
pattern elmo@cisco.com

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションにより提供される宛先 URIとの照合に使
用する音声クラスを指定します。

destinationuri

SIP URIのホストフィールドに基づいて通話を照合します。host

VoIP dial peerを着信呼び出しのURIと照合するために使用される
音声クラスを指定します。

着信URI

設定されたパターンに一致する phone-contextフィールドを含ま
ない URIをフィルタリングします。

電話コンテキスト
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説明コマンド

TEL URIの電話番号フィールドに基づいて通話を照合します。電話番号

着信音声通話の特定のURIに一致するダイヤルピア（dialpeer）を
表示します。

showdialplanincalluri

特定の宛先 URIに一致する発信ダイヤルピアを表示します。ダイヤルプラン uriを表示
する

SIP URIのユーザ IDフィールドに基づいて通話を照合します。ユーザ ID

SIPまたは TEL URIを含むコールにダイヤルピアを照合するた
めの音声クラスを作成または変更します。

voiceclassuri
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


